
01

01

02

005

006

007

008

※総合評価は、「施策の内容」の総合評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

A B A

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

総合評価 A A

※「施策の内容」の総合評価…A=80点以上、B=60点以上80点未満、C=40点以上60点未満、D=20点以上40点未満、E=20点未満
※今後の方向性…①=効果的な事業構成であるため、方向性を維持、②=概ね効果的な事業構成であるが、一部見直し等の余地がある、③=あまり効果的な事業
構成ではないため、見直しの余地が大きい、④=事業構成に問題があるため、抜本的な見直し等が必要

３　「施策」の総合評価

「施策の内容」の
総合評価を
根拠とした

「施策」の総合評価

区分 選択区分 総評（施策の進捗状況や効果等を端的に記載）

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A
　公立保育所・認定こども園の管理・運営、民間保育所・認定こども園の施設整備に対
する補助及び運営経費の負担、子育て支援センター事業に対する補助、病児保育事
業の実施、児童発達支援センターの管理・運営、子育てや発達等に関する相談・支
援、児童手当及び児童扶養手当の給付、妊産婦・子ども・一人親家庭等に対する医療
費の助成を実施するなど、子育て支援の充実に向けた取組を進めています。

計画期間における達成状況
年度 平成30年度

保育所、認定こども園等、就学前施設の質と量の両面から拡充を
図り、子育て支援サービスの充実に取り組むとともに、これら施策
に関わる職員の資質向上と、家庭・地域との積極的な連携を図りま
す。

A ①
子育て推進
課/こども支

援課

安心して子育てができるよう関係機関とのネットワークを充実し、妊
娠期から子育て期にわたるまで切れ目なく総合的に支援します。

A ①
こども支援
課/保険医
療助成課

質の高い幼児教育と保育の融合・充実を図り、子どもたちや保護
者にとって望ましい環境を提供することができる認定こども園の設
置などを通して、待機児童ゼロを維持します。 - - 子育て推進

課

私立保育所等の施設整備や認定こども園への移行に対する支援
を行うことで、子育て世帯の多様なニーズに対する選択肢を拡充し
ます。 B ① 子育て推進

課

２　「施策の内容」の総合評価と今後の方向性
番
号

施策の内容
「施策の内容」の総合評価 今後の方向性

担当課
選択区分 選択区分

担当部局 健康福祉部、教育委員会

施策の内容（番号） 005 ～ 008

施策の評価シート(令和４年度分)

１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 安心して子どもを生み育てられる環境の充実 管理コード 010102

施策 子育て支援の充実 本冊ページ 44

関連個別計画 第２期津市子ども・子育て支援事業計画
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01

01

02

005

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

施策 子育て支援の充実 本冊ページ 44

関連個別計画 第２期津市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度）

施策の内容評価シート(令和４年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 安心して子どもを生み育てられる環境の充実 管理コード 010102005

担当部局 健康福祉部、教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

質の高い幼児教育と保育の融合・充実を図り、子どもたちや保護者にとって望まし
い環境を提供することができる認定こども園の設置などを通して、待機児童ゼロを
維持します。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

005-2

005-1

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

005-4

005-3

005-5
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施策の内容評価シート(令和４年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

005-6

005-8

005-7

005-10

005-9

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

-

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

-

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

今後の
方向性 ① ① ① ① -

総合評価 A A A B -
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01

01

02

006

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ×

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

006-5

006-4

006-3

今後も民間施設への支援は継
続して必要なため、現状維持と
した。予定どおり事業が行えた
ため◎とした。

就学前児童のいる世帯
民間保育所の利用定
員数

子育て推
進課

保育提供量が拡充され、保育の
提供を受けることができる

16,728 現状維持

教育・保育の提供により、ニーズ
に応じた選択ができる

33,127 現状維持

006-2

民間保育
所施設整
備事業 民間保育所施設

整備に対する補
助

民間保育所の施設整備により、保育
環境が改善される

民間事業者による施設
整備への適切な支援の
実施

006-1

認定こども
園施設整
備事業 民間認定こども

園施設整備に対
する補助

民間認定こども園の施設整備によ
り、教育・保育環境が改善される

民間事業者による施設
整備への適切な支援の
実施

今後も民間施設への支援は継
続して必要なため、現状維持とし
た。民間認定こども園の建替え
について、天候不順に加え、移
転先の土地に地盤改良が必要
なことが判明し、事業の大半を令
和５年度に繰り越した。しかし、
建替えであり、現施設が運営し
ているため利用定員への影響は
ほとんどない。

就学前児童のいる世帯
民間認定こども園の
利用定員数

子育て推
進課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 健康福祉部、教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

私立保育所等の施設整備や認定こども園への移行に対する支援を行うことで、子
育て世帯の多様なニーズに対する選択肢を拡充します。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 子育て支援の充実 本冊ページ 44

関連個別計画 第２期津市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度）

施策の内容評価シート(令和４年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 安心して子どもを生み育てられる環境の充実 管理コード 010102006
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施策の内容評価シート(令和４年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① - ① ① ①

総合評価 A - A B B

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

B

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

006-10

006-9

006-8

006-7

006-6
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01

01

02

007

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ △

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)2,609,203 現状維持

民間保育所等に対し、委託
費を支払うとともに、事業運
営に応じた補助金等を交付
し、利用児童に対し適正な
保育環境を提供しながら継
続的な保育を行うことがで
きた。今後も継続して支援
を行う。

007-5

民間保育
所等運営

事業 民間保育所等運
営経費の負担

安心して保育の提供を受けること
ができる

補助市内22施設、市
外14施設

民間保育所等を利用する児童
事業運営に応じた負担
金・補助金等の支給

子育て推
進課

事業者の安定した園運営への支援
により、保育環境の向上を図る

　公立保育所19園の施設管理
について、光熱水費の管理、
備品購入及び施設修繕等施
設の管理、運営を実施した。エ
アコン、照明などの設備、屋
根、床、門扉などの施設につい
て修繕が追いついていないの
で、人手、予算の拡充が必要。

公立保育所を利用する児童 施設の状況

子育て推
進課

安心して保育の提供を受けられ
るよう保育環境の向上を図る

904,748 拡充・充実

14,147 現状維持

子育て支援センター担当者連携会
議での研修、交流及び子育て支援
コーディネーターの巡回訪問を通じ
て、支援や連携強化を図ることがで
きた。また、利用者アンケート結果
より利用者の約65％が子育て支援
センターで相談したことがあると回
答、気軽に相談できる場所として利
用できる環境作りの支援を継続して
いきたい。

007-4

公立保育
所管理運
営事業 公立保育所の管

理・運営

安心して保育の提供を受けること
ができる

公立保育所園の施設
管理

007-3

地域子育
て支援拠
点事業補

助金

民間認定こども
園での子育て支
援センター事業
の実施に対する
補助

子育て親子との交流、子育て等に関
する相談や情報提供を受けることが
できる

民間事業者への適切
な支援の実施

乳幼児及びその保護者 利用者の意見

子育て推
進課

交流の場や相談を通じて、親の孤独
感や不安感の緩和につながる

子育て支援センター担当者連携会
議での研修、交流及び子育て支援
コーディネーターの巡回訪問を通じ
て、支援や連携強化を図ることがで
きた。また、利用者アンケート結果
より利用者の約65％が子育て支援
センターで相談したことがあると回
答、気軽に相談できる場所として利
用できる環境作りの支援を継続して
いきたい。

乳幼児及びその保護者 利用者の意見

子育て推
進課

交流の場や相談を通じて、親の孤独
感や不安感の緩和につながる

22,845 現状維持

交流の場や相談を通じて、親の孤独
感や不安感の緩和につながる

21,309 現状維持

007-2

地域子育
て支援拠
点事業補

助金

民間保育所での
子育て支援セン
ター事業の実施
に対する補助

子育て親子との交流、子育て等に関
する相談や情報提供を受けることが
できる

民間事業者への適切
な支援の実施

007-1

地域子育
て支援拠
点事業補

助金

大門いこにこ広
場及びイオン久
居での子育て支
援センター事業
の実施に対する
補助

子育て親子との交流、子育て等に関
する相談や情報提供を受けることが
できる

民間事業者への適切
な支援の実施

子育て支援センター担当者連携会
議での研修、交流及び子育て支援
コーディネーターの巡回訪問を通じ
て、支援や連携強化を図ることがで
きた。また、利用者アンケート結果
より利用者の約65％が子育て支援
センターで相談したことがあると回
答、気軽に相談できる場所として利
用できる環境作りの支援を継続して
いきたい。

乳幼児及びその保護者 利用者の意見

子育て推
進課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 健康福祉部、教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

保育所、認定こども園等、就学前施設の質と量の両面から拡充を図り、子育て支
援サービスの充実に取り組むとともに、これら施策に関わる職員の資質向上と、家
庭・地域との積極的な連携を図ります。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 子育て支援の充実 本冊ページ 44

関連個別計画 第２期津市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度）

施策の内容評価シート(令和４年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 安心して子どもを生み育てられる環境の充実 管理コード 010102007
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施策の内容評価シート(令和４年度分)

効 ◆ ○

誰 ◇ △

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ △

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

007-13

29,656 現状維持

子ども一人ひとりの発達に応じ
た手厚い児童発達支援、保育
所等訪問支援、計画相談を実
施した。また、療育においては
教具や遊びに工夫を加え、さら
に保護者支援を手厚く行うこと
で、児童発達支援の充実を図
ることができた。

12,321 現状維持

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため人数制限等を実
施したことにより年間利用者数
は21,877人に止まったが、親
子が安心して過ごせる居場所
を提供できた。引き続き利用者
に満足度と安心感を提供でき
るよう努める。

幅広い世代が集い、地域全体で
の子育て及びその支援ができる

R１年度以降　年間利用
者8,100人、行事開催２
回

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため人数制限
等を実施したが、年間利用
者数は15,834人となり、地
域全体での子育て及び支
援に貢献できた。引き続き
利用者に満足度と安心感
を提供できるよう努める。

市内外の子育て中の親子・家族、地
域で子育て支援に関わる人

利用者の意見（満足
度、安心感等）

こども支援
課

子育てへの関わりを当事者だけでな
く地域全体に広げることができる 110,081 現状維持

早期支援のための療
育の充実

発達に心配のある未就学児
利用者の意見（満足
度、安心感等）

こども支援
課

007-10

たるみ子
育て交流
館管理運
営事業

子育て支援拠点
施設として整備し
た「たるみ子育て
交流館」の管理・
運営

007-9

げいのうわ
んぱーく管
理運営事

業

芸濃総合支所敷
地内に整備した
「げいのうわん
ぱーく」の管理・
運営

気軽に立ち寄り、心身をリフレッシュ
し遊びながら仲間づくりができる

年間利用者３万人

市内外の子育て中の親子・家族
利用者の意見（満足
度、安心感等）

こども支援
課

親子が安心して過ごせる居場所
ができる

007-12

007-11

児童発達
支援セン
ター「つぅ
ぽっぽ」管
理運営事

業

児童発達支援セ
ンター「つぅぽっ
ぽ」の管理・運営

発達に心配のある子どもへの早
期支援

個に応じた発達支援を行う

病児保育施設２施設、病児
病後児保育施設２施設、合
計４施設に事業を委託し、
病気や病気回復期にある
子どもの保育を行い、保護
者の子育てと就労の両立を
支援した。今後も継続して
事業を行う。

病気や病気回復期にある子ども
の保育が困難な保護者

利用者数

子育て推
進課

保護者の子育てと就労の両立が
できる

36,174 現状維持

2,344,082 現状維持

民間認定こども園に対し、
施設型給付費を支払うとと
もに、事業運営に応じた補
助金等を交付し、利用児童
に対し適正な保育環境を提
供しながら継続的な保育を
行うことができた。今後も継
続して支援を行う。

007-8

病児保育
事業

保護者が仕事な
どの事情で、病気
や病気回復期に
ある子どもの保
育が困難な場
合、一時的に預
かる事業の実施

保護者が仕事等の事情により、病気や病
気回復期にある子どもの保育が家庭で困
難な場合に、一時的に預かることができる

必要に応じた支援の
実施

007-7

民間認定
こども園運

営事業 民間認定こども
園運営経費の負
担

安心して教育・保育の提供を受
けることができる

補助市内17施設、市
外7施設

民間認定こども園を利用する児
童

事業運営に応じた負担
金・補助金等の支給

子育て推
進課

事業者の安定した園運営への支援
により、教育・保育環境の向上を図る

　公立認定こども園６園の
施設管理について、光熱水
費の管理、備品購入及び
施設修繕等施設の管理、
運営を実施した。エアコン、
照明などの設備など修繕
が追いついていないので、
人手、予算の拡充が必要。

公立認定こども園を利用する児
童

施設の状況

子育て推
進課

安心して教育・保育を受けられる
よう教育・保育環境の向上を図る

505,135 拡充・充実

007-6

公立認定
こども園管
理運営事

業

公立認定こども
園（津みどりの森
こども園・香良洲
浜っ子幼児園・芸
濃こども園・一志
こども園・白山こ
ども園）の管理・
運営

安心して教育・保育の提供を受
けることができる

公立認定こども園の
施設管理
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施策の内容評価シート(令和４年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

007-15

007-17

007-16

007-14

今後の
方向性 ① ① ① ① ①

総合評価 A A A B A

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

007-18
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01

01

02

008

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ◎

何 (千円)988,129 現状維持

大いに効果が認められる
ので、引き続き効果的な事
業となるよう進めていく。

008-5

医療費助
成事業 妊産婦、子ども、

一人親家庭等に
対する医療費の
助成

保健の向上と福祉の増進につな
がる

助成を希望する全員
への助成

妊産婦、子ども、一人親家庭等 助成件数

保険医療
助成課

経済的負担の軽減

ひとり親家庭等の生活の安
定と自立に寄与することが
できた。引き続き法令に基
づき、適切な運用を図り、
ひとり親の子育て世帯への
経済的支援や就労支援を
行い自立支援の推進を図
る。

父母の離婚などにより父又は母と生
計を同じくしていない児童を養育して
いる家庭

利用者の意見（満足
度、安心感等）

こども支援
課

ひとり親の子育て世帯に対し、経
済的支援を行う

899,987 現状維持

3,608,670 現状維持

滞りなく手当の支給を行う
ことができた。令和６年度に
手当制度拡充が予定され
ており、準備・体制を整えて
いく。

008-4

児童扶養
手当給付

事業 ひとり親家庭の
児童養育者への
手当の給付

児童扶養手当を支給する
ひとり親家庭に対す
る経済的支援の実施

008-3

児童手当
給付事業

国内に住所を有
する中学校修了
までの児童養育
者への手当の給
付

児童手当を支給する
子育て世帯に対する
経済的支援の実施

中学校修了までの児童養育者
利用者の意見（満足
度、安心感等）

こども支援
課

子育て世帯に対し、経済的支援
を行う

窓口・巡回相談など、発達に関
する相談に対する支援の実施
回数は増加しており、必要な人
への対応はできているとして◎
とした。引き続き専門職等によ
る対象児や保護者への丁寧な
対応・支援を行っていく。

発達に課題のある子どもとその
保護者

利用者の意見（満足
度、安心感等）

こども支援
課

集団生活や家庭における困り感
の軽減と保護者の不安の軽減

7,551 現状維持

安心して子育てできる環境が整
備され児童の福祉が向上する

32,369 現状維持

008-2

発達支援
事業

専門職等による
窓口・巡回相談、
療育事業の実
施、成長過程に
応じた発達障が
い児、保護者に
対する途切れの
ない支援の実施

発達に関する途切れない支援の実
施

相談窓口の充実や体
制の整備

008-1

子育ち支
援事業

子育ち支援事
業、子育て広場
支援、子どもの預
かり事業、児童虐
待防止の実施

子育てに関する講演会や教室の開催
及び育児疲れや急用時のこどもの預か
り実施により、子育て環境を充実させる

安心して子育てので
きる体制の整備

つながり広場を開催し、支援者
や保護者が交流できる機会の
提供、またショートステイの希
望があった際は、利用の調整
を行い適切に対応できた。安
心して子育てできる環境整備と
児童の福祉向上のため事業を
継続していく。

児童及びその保護者
利用者の意見（満足
度、安心感等）

こども支援
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

担当部局 健康福祉部

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

安心して子育てができるよう関係機関とのネットワークを充実し、妊娠期から子育
て期にわたるまで切れ目なく総合的に支援します。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

施策 子育て支援の充実 本冊ページ 44

関連個別計画 第２期津市子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度）

施策の内容評価シート(令和４年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 安心して子どもを生み育てられる環境の充実 管理コード 010102008
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施策の内容評価シート(令和４年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

今後の
方向性 ① ① ① ① ①

総合評価 A A A B A

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

008-10

008-9

008-8

008-7

008-6
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